
No.53
2013.9
No.53
2013.9

まつしげ町まつしげ町まつしげ町

議会だより議会だより

青森県八戸市庁にて

ＭＡＴＳＵＳＨＩＧＥ ＴＯＷＮＭＡＴＳＵＳＨＩＧＥ ＴＯＷＮＭＡＴＳＵＳＨＩＧＥ ＴＯＷＮ

平成25年
第2回定例会
平成25年

第2回定例会

●　議決の結果及び内容…………………………２ページ

●　表決結果………………………………………４ページ

●　町政に対する一般質問………………………５ページ

●　常任委員会委員長レポート…………………７ページ

●　町議会議員補欠選挙当選者／

　 青少年育成センターの活動について…………11ページ

●　編集後記…………………………………………12ページ

目　

次 発行／徳島県松茂町議会
編集／松茂町議会広報特別委員会
〒771－0295 徳島県板野郡松茂町広島字東裏30
TEL 088－699－8720　FAX 088－699－6010



まつしげ町議会だより　2013.9　第53号 ２

■議決の結果及び内容（詳しくは会議録をご覧ください。会議録は図書館にあります。）  
 議案番号 件 名 及 び 内 容   議決年月日 議決の結果

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 25年６月６日 推薦答申

諮問の内容 ◆人権擁護委員として、武内康文氏、近藤清子氏、清水由紀氏の推薦
 に異議なしと答申する。

報告第１号 松茂町土地開発公社平成25年度事業計画及び予算並びに 25年６月６日 報　　告
 平成24年度決算に関する書類の提出について
報告の内容 ◆松茂町土地開発公社平成24年度収入支出決算及び平成25年度予算に
 ついての報告。

報告第２号 平成24年度松茂町一般会計繰越明許費繰越計算について 25年６月６日 報　　告

報告の内容 ◆次の各事業を平成25年度に繰越することの報告。
  　庁舎改築工事実施設計委託業務 　　30,555,000円繰越額
 　津波防災対策検討委託業務　   　  　15,960,000円繰越額
  　農業水利施設保全合理化事業負担金　9,965,000円繰越額
 　県営地盤沈下対策事業負担金　　　   　420,000円繰越額
 　高速道路対策事業　　　　　　　  119,100,000円繰越額
 　社会資本整備総合道路関連事業　　　2,000,000円繰越額 

報告第３号 平成24年度公共下水道特別会計繰越明許費繰越計算につい 25年６月６日 報　　告
 て
報告の内容 ◆次の各事業を平成25年度に繰越することの報告。
 　流域下水道事業負担金　　　　　　   1,069,000円繰越額

報告第４号 専決処分の報告について 25年６月６日 報　　告
 専決第１号　住吉地区下水道工事その５変更請負契約締結
 　　　　　　について
専決の内容 ◆工事の変更契約：5,540,850円増額

発議第３号 議員派遣の件 25年６月６日 原案可決

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 25年6月20日 原案承認
 専決第２号　松茂町税条例の一部を改正する条例
専決の内容 ◆寄付金税額控除の見直しや、住宅ローン控除の拡充など、本町税条例
 の関連部分を改正。

 専決第３号　松茂町国民健康保険税条例の一部を改正する 25年6月20日 原案承認
 　　　　　　条例
専決の内容 ◆特定世帯・特定継続世帯の国保税の軽減制度など、本町税条例の関連
 部分を改正。

 専決第４号　平成24年度松茂町一般会計補正予算（第６号） 25年6月20日 原案承認
専決の内容 ◆既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ110,326,000円を追加し、総
 額を5,623,844,000円とする。

 専決第５号　平成24年度松茂町公共下水道特別会計補正予 25年6月20日 原案承認
 　　　　　　算（第４号）
専決の内容 ◆既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ24,354,000円を
 減額し、総額を479,100,000円とする。
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 議案番号 件 名 及 び 内 容   議決年月日 議決の結果

 専決第６号　平成24年度松茂町水道特別会計補正予算（第 25年6月20日 原案承認
 　　　　　　２号）
専決の内容 ◆資本的収入では、2,199,000円を減額し、総額を96,298,000円とし、
 資本的支出では、4,872,000円を減額し、総額を219,360,000円とする。

議案第33号 松茂町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部を改正す 25年6月20日 原案可決
 る条例
改正の内容 ◆「松茂町子どもはぐくみ医療費」に名称変更し、併せて語句の変更も
 行う改正。

議案第34号 平成25年度松茂町一般会計補正予算（第１号） 25年6月20日 原案可決

補正の内容 ◆既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ29,638,000円を追加し、総
 額を5,145,030,000円とする。

議案第35号 平成25年度松茂町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 25年6月20日 原案可決
補正の内容 ◆既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ714,000円を追加し、総額を
 1,539,675,000円とする。

議案第36号 平成25年度松茂町介護保険特別会計補正予算（第１号） 25年6月20日 原案可決

補正の内容 ◆既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ1,010,000円を追加し、総額
 を926,075,000円とする。

議案第37号 平成25年度松茂町水道特別会計補正予算（第１号） 25年6月20日 原案可決

補正の内容 ◆資本的収入では、16,000,000円を追加し、総額を418,015,000円と
 し、資本的支出では、27,252,000円を追加し、総額を560,686,000円
 とする。

 委員会の閉会中の継続調査について 25年6月20日 原案可決

 ◆総務常任委員会、産業建設常任委員会、教育民生常任委員会、議会
 運営委員会、広報特別委員会及び地震・津波対策特別委員会は継続調査
 を行う。

追加議案

議案第38号 高速道路利便増進事業に関する計画（（仮称）松茂スマート 25年6月20日 原案可決
  I C事業）の実施に伴う工事の施行に関する平成25年度
 契約締結について
契約の内容 ◆契  約  金  額：74,195,883円
 　契約の相手方：西日本高速道路（株）

議案第39号 長原地区下水道工事その７請負契約締結について 25年6月20日 原案可決

契約の内容 ◆契  約  金  額：94,500,000円
 　契約の相手方：（株）多田組

議案第40号 幹線豊久下水道工事請負契約締結について 25年6月20日 原案可決

契約の内容 ◆契  約  金  額：68,250,000円
 　契約の相手方：徳建産業（有）
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◯は賛成　×は反対　　藤枝議長には表決権はありませんが、可否同数のときのみ議決が決します。
「除斥」とは、審議の公正を期するために、利害関係を有する議員は当該事件の審議に参加することができない
とする制度です。「退場」とは、表決を棄権し、退場した者を指します。
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立
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雄

議員名（議席順）

諮問・同意・発議・承認・議案

表　決　結　果（平成25年第２回定例会）

諮問１ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

発議３ 議員派遣の件 

承認１ 専決処分の承認を求めることについて

 専決第２号　松茂町税条例の一部を改正する条例

 専決第３号　松茂町国民健康保険税条例の一部を改
 　　　　　　正する条例

 専決第４号　平成24年度松茂町一般会計補正予算
 　　　　　　（第６号）

 専決第５号　平成24年度松茂町公共下水道特別会計
 　　　　　　補正予算（第４号）

 専決第６号　平成24年度松茂町水道特別会計補正予
 　　　　　　算（第２号）

議案33 松茂町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部を
 改正する条例

議案34 平成25年度松茂町一般会計補正予算（第１号）

議案35 平成25年度松茂町国民健康保険特別会計補正予算
 （第１号）

議案36 平成25年度松茂町介護保険特別会計補正予算（第１
 号）

議案37 平成25年度松茂町水道特別会計補正予算（第１号）

追加議案

議案38 高速道路利便増進事業に関する計画（（仮称）松茂スマ
 ートI C事業）の実施に伴う工事の施行に関する平成
 25年度契約締結について

議案39 長原地区下水道工事その７請負契約締結について

議案40 幹線豊久下水道工事請負契約締結について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

答申
推薦
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森
谷 　

靖 

議
員

本
町
の
中
学
生
を
対
象
と
し

た
夢
フ
ラ
イ
ト
国
際
交
流
事

業
に
は
、
今
年
、
三
十
名
の
応
募

が
あ
っ
た
が
、
派
遣
定
員
二
十
名

し
か
行
け
な
か
っ
た
。
外
資
系
企

業
に
勤
め
て
い
た
私
は
、
海
外
経

験
を
積
ん
だ
人
が
成
長
す
る
さ
ま

を
よ
く
見
て
き
た
。
で
き
る
限
り

多
く
の
子
ど
も
が
海
外
に
行
き
、

町
内
の
中
学
生
も
成
長
し
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
夢
フ
ラ

イ
ト
事
業
の
定
員
増
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
町
は
現
在
の
派
遣
先
で

あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ン
プ

シ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
ほ
か
、
ア

メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
マ
ウ
ン

ト
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
市
と
姉
妹
都
市
提

携
を
結
ん
で
い
る
の
で
、
そ
こ
も

派
遣
先
と
し
て
考
え
て
み
て
は
ど

う
か
。夢

フ
ラ
イ
ト
国
際
交
流
事
業

は
、
平
成
八
年
か
ら
定
員
十

名
で
開
始
し
ま
し
た
。
開
始
当
初

よ
り
、
多
く
の
中
学
生
に
応
募
い

た
だ
き
、
以
前
か
ら
定
員
増
の
要

望
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

派
遣
先
の
受
入
態
勢
、
団
体
行
動

時
の
安
全
性
等
を
総
合
的
に
考
慮

し
、
平
成
十
一
年
度
よ
り
二
十
名

に
増
員
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

経
緯
か
ら
し
ま
す
と
、
現
段
階
で

は
定
員
増
は
困
難
で
す
。

　

ま
た
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

州
マ
ウ
ン
ト
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
市
と
の

間
で
は
、
現
在
、
特
産
品
の
輸
出

入
、
児
童
図
書
の
交
換
・
寄
贈
、

子
ど
も
の
絵
画
の
交
流
と
い
う
よ

う
に
、
主
に
物
の
交
流
を
進
め
る

べ
く
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
、
議
員
ご
提
案
の
よ
う
な

人
の
交
流
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
保 　

勲 

議
員

⑴
町
内
の
（
義
務
）
教
育
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
に

丸
投
げ
し
て
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

町
当
局
及
び
議
会
も
積
極
的
に
関

与
す
る
た
め
、
そ
の
状
況
を
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
例
え
ば
全
国
一
斉
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
と
、
そ
の
傾
向
と

夢
フ
ラ
イ
ト
の
増
員
に

つ
い
て

1

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト

に
つ
い
て

1

夢フライト国際交流事業
応募状況

　開催年 応募人数

平成20年度  23人

平成21年度  29人

平成22年度  30人

平成23年度  22人

平成24年度  39人

平成25年度  30人

　

本
年
第
二
回
目
の
定
例
会
が
六
月
六
日
か
ら
二
十

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
に
当
た
る

十
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
期
せ
ず
し
て
、
本
町
の
教
育
や
女
子
生
徒

た
ち
の
健
康
の
問
題
が
集
中
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

将
来
、
町
を
支
え
る
若
い
世
代
に
対
す
る
町
政
の
あ

り
方
に
つ
い
て
真
剣
に
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議会会議録は
松茂町図書館に
配置してあります

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

 
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

 
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

 
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
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対
策
に
つ
い
て
、
教
育
長
か
ら
町

に
ど
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
か
。

文
書
で
の
報
告
も
検
討
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
議
会
の
教
育
民
生
常

任
委
員
会
に
も
報
告
を
い
た
だ
き

た
い
。

⑵
現
在
、
教
育
の
あ
り
方
と
し
て
、

国
際
化
が
進
む
現
状
を
受
け
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
が
一
つ
の

方
針
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
英
語
教

育
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
も
そ
も
日
本
語
（
国
語
）
が
で

き
な
け
れ
ば
、
真
の
国
際
人
は
育

成
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
多
く

の
識
者
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
国
語
に
は
日
本
の
歴
史
・
文

化
・
伝
統
を
学
び
、
日
本
人
と
し

て
の
豊
か
な
情
緒
を
培
う
側
面
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
国
語
力
は
知
的

活
動
の
基
盤
で
あ
り
、
感
性
、
情

緒
等
を
表
現
す
る
能
力
（
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
）
の
中
核
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い

る
全
国
の
学
校
や
地
域
に
お
い
て

は
、
国
語
力
の
強
化
対
策
を
い
ろ

い
ろ
と
工
夫
し
実
施
し
て
い
る
。

町
の
国
語
力
強
化
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
義
務
教
育
に
お

け
る
「
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
」
の

重
要
性
を
認
識
し
て
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

⑴
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
、
そ
の
傾
向
と
対
策
に

つ
い
て
は
、
毎
年
、
町
長
に
口
頭

で
報
告
し
て
い
ま
す
。
議
会
に
つ

い
て
は
、
議
員
の
皆
様
が
新
聞
報

道
や
ネ
ッ
ト
情
報
以
上
に
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
に
は
、

教
育
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た

文
書
資
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

傾
向
と
対
策
に
つ
い
て
本
を
何
冊

か
作
成
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
要

約
版
を
配
布
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
の
で
、
検
討
い
た
し
ま
す
。

⑵
「
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
」
の
重

要
性
は
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
で
、

人
間
が
生
き
て
い
く
基
本
だ
と
考

え
ま
す
。
そ
の
上
で
英
語
等
の
外

国
語
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
は
何

も
支
障
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
語
力
の
強
化
は
町
の
教
育
に

お
け
る
重
点
項
目
の
一
つ
と
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
の
小
中
学

校
で
は
授
業
と
は
別
に
読
書
の
時

間
を
設
け
た
り
、
少
人
数
学
級
や

チ
ー
ム
等
で
き
め
細
か
い
指
導
を

し
、
確
か
な
学
力
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
か
ら
は
小

学
校
高
学
年
で
教
科
担
任
制
を
導

入
し
、
国
語
な
ら
国
語
の
教
育
が

得
意
な
教
師
を
授
業
に
当
て
、
国

語
力
の
向
上
を
図
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。⑴

現
在
、
町
の
学
校
の
教
科

書
は
板
野
郡
単
位
で
選
定
し

た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
と
聞
く

が
、
そ
の
選
定
方
法
は
具
体
的
に

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
か

つ
て
は
教
科
書
選
定
に
際
し
、
一

週
間
程
度
、
町
民
の
皆
様
へ
閲
覧

に
供
し
、
意
見
を
聴
取
し
て
い
た

と
記
憶
す
る
が
、
最
近
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

⑵
教
科
書
の
中
に
は
不
具
合
の
あ

る
内
容
を
記
述
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
と
見
聞
す
る
が
、
こ
の
よ
う

な
教
科
書
の
内
容
に
対
す
る
町
民

の
皆
様
か
ら
の
陳
情
等
は
あ
る
か
。

⑴
板
野
郡
で
の
教
科
書
選
定

に
あ
た
っ
て
は
採
択
地
区
協

議
会
を
設
置
し
、
保
護
者
の
代
表

を
含
め
て
、
国
や
県
か
ら
提
示
さ

れ
る
採
択
基
準
や
資
料
を
参
考
に

審
議
し
、
正
確
か
つ
精
密
な
客
観

的
評
価
を
行
っ
た
答
申
を
も
と
に

採
択
し
て
い
ま
す
。
ま
た
教
科
書

の
閲
覧
は
、
現
在
も
板
野
町
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
行
っ
て
い
ま

す
。

教
科
書
検
定
制
度
に
つ

い
て

2

歴　史
数　学

国　語
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⑵
町
に
対
し
て
は
教
科
書
の
内
容

に
つ
い
て
陳
情
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仮
に
あ
っ
て
も
、
教
科
書
の
編
さ

ん
・
認
定
は
町
で
行
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
対
応
い
た
し

か
ね
ま
す
。

定
期
接
種
と
な
っ
て
い
る
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
全
国
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
被

害
者
連
絡
会
が
調
べ
た
と
こ
ろ
で

は
、
同
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
に
苦

し
む
女
子
中
高
生
が
出
て
、
中
に

は
重
篤
に
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

同
連
絡
会
は
厚
生
労
働
省
に
接
種

禁
止
の
嘆
願
書
を
提
出
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
、
町
で
は
中
学
生
一
年
生

と
高
校
一
年
生
の
女
子
生
徒
を
対

象
に
、
任
意
で
同
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
ワ
ク
チ

ン
の
副
作
用
の
症
例
は
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
調
査
を
受
け
、

同
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い

て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
の
か
。
任
意
に
よ
る
定
期
接
種

を
続
け
る
な
ら
、
し
っ
か
り
と
そ

の
リ
ス
ク
や
被
害
救
済
制
度
を
女

子
中
高
生
と
そ
の
保
護
者
に
伝
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
に
お
い
て
は
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
の
症
例

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

確
か
に
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

昨
今
、
同
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
の

リ
ス
ク
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
町
で
は
以
前
よ
り
、
「
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
」
と
い
う
小
冊
子
を
対
象
者
に

配
り
、
そ
の
リ
ス
ク
と
、
万
一
、

副
作
用
が
出
た
場
合
の
医
療
救
済

制
度
等
を
示
し
、
保
護
者
同
意
の

も
と
接
種
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
さ
ら
に
十

分
説
明
す
る
と
と
も
に
、
国
の
指

導
方
針
に
従
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

  

常
任
委
員
会

 

　

 

委
員
長
レ
ポ
ー
ト

　

第
二
回
定
例
会
に
お
け
る

　

委
員
長
報
告
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
各
会
計
の
補
正
総
額
等

は
、
議
決
の
結
果
及
び
内

容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

原
田　

幹
夫

　

付
託
さ
れ
た
承
認
案

件
の
専
決
二
件
と
議
案

一
件
は
、原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
地
方
税
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
及
び
政
令
並
び

に
省
令
が
そ
れ
ぞ
れ
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
町
税
条
例
に
関

連
す
る
部
分
に
つ
い
て
改
正
す
る

必
要
が
生
じ
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
松
茂
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
専
決
処
分
に
付

し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附

金
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
見

直
し
、
延
滞
金
等
の
見
直
し
、
個

人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
改
正
、
都
市
再
生
特
別
措

置
法
に
規
定
す
る
管
理
協
定
の
対

象
と
な
っ
た
備
蓄
倉
庫
に
係
る
固

定
資
産
税
等
の
課
税
標
準
の
特
例

措
置
の
創
設
、
耐
震
改
修
を
行
っ

た
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減

額
措
置
の
拡
充
等
に
つ
い
て
で
す
。

施
行
期
日
は
、
附
則
に
お
い
て
別

途
指
定
の
あ
る
も
の
以
外
は
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
を
施
行
期
日

と
し
て
い
ま
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

復
興
特
別
所
得
税
が
創
設
さ

れ
て
、
そ
の
分
控
除
額
が
増
加

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の

で
す
か
。

Ａ　

所
得
税
分
の
控
除
額
は
増
加

し
ま
す
が
、
そ
の
分
を
個
人
住

今
後
の
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
方
針

に
つ
い
て

3

松
茂
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
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民
税
の
控
除
額
で
調
整
し
、
全

体
の
控
除
額
と
し
て
は
現
行
制

度
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

　

事
務
・
事
業
の
確
定
に
よ
る
補

正
額
の
増
減
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

○
主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

土
地
等
の
鑑
定
費
用
は
、
何

を
基
準
に
請
求
さ
れ
る
の
で
す

か
。

Ａ　

業
者
か
ら
の
見
積
り
に
よ
り

決
め
、
土
地
の
地
形
や
面
積
な

ど
に
よ
っ
て
請
求
額
が
変
わ
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業
に
伴
う
実

施
設
計
費
と
し
て
消
防
費
九
十
七

万
二
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

一
森　

敬
司

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
承

認
案
件
の
専
決
三
件
と

議
案
二
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

事
務
・
事
業
の
確
定
に
よ
る
補

正
額
の
増
減
に
つ
い
て
、
専
決
三

件
と
も
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

松
茂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
関
連
事

業
に
お
い
て
、
西
日
本
高
速
道
路

(

株)

と
松
茂
町
の
基
本
協
定
に
基
づ

き
、
工
事
の
施
工
に
関
す
る
細
目

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
び
、
細
目
協
定
を

締
結
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
協
定

書
に
概
算
事
業
費
と
し
て
平
成
二

十
五
年
度
は
七
千
四
百
十
九
万
六

千
円
、
平
成
二
十
六
年
度
は
九
千

六
百
二
十
六
万
九
千
円
、
合
計
一

億
七
千
四
十
六
万
五
千
円
が
記
載

さ
れ
て
い
る
た
め
、
九
千
六
百
二

十
六
万
九
千
円
の
債
務
負
担
行
為

の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。
期
間

は
平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
平
成

二
十
七
年
三
月
ま
で
と
す
る
も
の

で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

西
日
本
高
速
道
路(

株)

の
関
連

事
業
に
つ
い
て
は
、
金
額
の
多

寡
に
か
か
わ
ら
ず
入
札
で
は
な

く
随
意
契
約
に
よ
り
執
行
さ
れ

て
い
る
が
理
由
が
あ
る
の
で
す

か
。

平
成
二
十
四
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六
号
）(
所
管
分
）

平
成
二
十
五
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）（
所
管
分
）

平
成
二
十
四
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六
号
）(

所
管
分
）

平
成
二
十
四
年
度
松
茂

町
公
共
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

平
成
二
十
四
年
度
松
茂

町
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）

平
成
二
十
五
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）（
所
管
分
）

スマートインターチェンジ
（スマートI C）とは

　ＥＴＣ専用のインターチェンジのことです。
　通常の有料道路におけるインターチェンジと
比べ簡易なインターチェンジ構造とすることが
でき、管理人員も最小限となることから建設コ
スト・管理コストの削減が可能となります。
　形式としては「ＳＡ・ＰＡ接続型」と「本線
直結型」の２種類があります。
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Ａ　

高
速
道
路
の
工
事
に
関
し
て

は
、
西
日
本
高
速
道
路(

株)

が
実

施
す
る
契
約
を
町
は
結
ん
で
お

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
工
事

を
施
工
す
る
西
日
本
高
速
道
路

(

株)

が
入
札
を
執
り
行
い
、
町
は

契
約
に
定
め
た
費
用
負
担
額
を

西
日
本
高
速
道
路(

株)
に
支
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

松
茂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
含
む

高
速
道
路
事
業
の
進
捗
に
遅
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ　

平
成
二
十
六
年
度
末
を
供
用

開
始
と
し
て
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、
工
区
に
よ
っ

て
は
そ
の
進
捗
に
若
干
の
差
が

生
じ
て
い
ま
す
。
全
体
的
な
事

業
の
進
捗
度
合
い
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
、
議
会
に
報
告
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

四
国
横
断
自
動
車
道
は
平
成

二
十
六
年
度
に
ど
こ
ま
で
施
工

さ
れ
る
の
で
す
か
。

Ａ　

徳
島
市
川
内
町
の
徳
島
縦
貫

自
動
車
道
ま
で
が
繋
が
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

資
本
的
収
入
の
企
業
債
は
、
町

道
広
島
二
十
号
線
配
水
管
布
設
替

事
業
に
一
千
六
百
万
円
を
充
当
す

る
も
の
で
す
。

　

資
本
的
支
出
の
配
水
設
備
工
事

費
は
、
町
道
広
島
二
十
号
線
配
水

管
布
設
替
の
設
計
、
工
事
及
び
加

賀
須
野
橋
架
替
工
事
負
担
金
と
し

て
二
千
七
百
二
十
五
万
二
千
円
を

増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

加
賀
須
野
橋
架
替
工
事
の
負

担
金
は
、
ど
の
よ
う
な
工
事
に

支
出
す
る
の
で
す
か
。

Ａ　

加
賀
須
野
橋
の
架
替
工
事
に

支
障
と
な
る
町
所
有
の
配
水
管

の
布
設
替
え
を
県
が
施
工
し
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
、
既
設
配
水

管
の
資
産
減
耗
相
当
額
を
県
に

支
払
う
も
の
で
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
藤　

富
男

　

付
託
さ
れ
た
承
認
案

件
の
専
決
二
件
と
議
案

四
件
は
、原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、
松
茂
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。
改
正
の
内
容
は
、

医
療
分
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
の
世
帯
別
平
等
割
額
に
つ
い
て
、

特
定
世
帯
は
五
年
間
二
分
の
一
の

軽
減
措
置
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、

さ
ら
に
三
年
間
、
特
定
継
続
世
帯

と
し
て
四
分
の
一
の
軽
減
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
被

保
険
者
が
移
行
し
た
国
保
税
の
減

額
世
帯
は
、
従
前
と
同
様
な
減
額

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
五
年
間
に

限
り
運
用
し
て
い
た
判
定
方
法
に

つ
い
て
、
期
限
を
切
ら
な
い
恒
久

措
置
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

東
日
本
大
震
災
に
係
る
被
災
居
住

用
財
産
の
敷
地
に
係
る
譲
渡
期
限

の
延
長
の
特
例
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

○
主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

国
保
税
を
減
税
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
減
額
分
は
ど
こ
か
ら
補

填
さ
れ
る
の
で
す
か
。

Ａ　

こ
の
減
税
措
置
分
に
対
し
て

は
、
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
が

交
付
さ
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
に
あ

る
特
定
世
帯
と
特
定
継
続
世
帯

に
つ
い
て
、
ど
こ
に
違
い
が
あ

る
の
で
す
か
。

Ａ　

特
定
世
帯
は
、
二
人
が
加
入

し
て
い
る
国
保
世
帯
で
、
そ
の

内
の
一
人
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ

松
茂
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
二
十
五
年
度
松
茂

町
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）
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て
、
加
入
者
が
一
人
に
な
っ
た

国
保
世
帯
を
言
い
ま
す
。
特
定

継
続
世
帯
は
、
特
定
世
帯
に
該

当
し
た
五
年
間
の
減
額
世
帯
を

経
て
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
三
年

間
に
限
っ
て
平
等
割
を
軽
減
す

る
世
帯
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

事
務
・
事
業
の
確
定
に
よ
る
補
正

額
の
増
減
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

○
主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

専
決
処
分
で
あ
る
の
で
、
全

体
的
に
事
務
・
事
業
の
実
績
や

確
定
に
よ
る
増
減
補
正
が
説
明

さ
れ
た
が
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
に
平
成
二
十

四
年
度
は
ど
れ
く
ら
い
の
予
算

を
計
上
し
取
り
組
ん
だ
の
で
す

か
。
ま
た
、
予
防
接
種
を
し
な

か
っ
た
方
の
理
由
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
対

象
者
は
、
中
学
一
年
生
か
ら
高

校
一
年
生
ま
で
で
す
。
三
百
名

を
対
象
者
と
し
四
百
八
十
万
円

を
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
接
種
者
は
二
百
四
十
三
名

で
、
三
百
八
十
八
万
八
千
円
を

支
出
い
た
し
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
五
十
七
名
が
未
接
種

で
九
十
一
万
二
千
円
を
専
決
に

よ
り
減
額
い
た
し
ま
し
た
。
未

接
種
の
理
由
は
ご
本
人
の
都
合

な
ど
で
す
が
、
平
成
二
十
五
年

度
で
未
接
種
の
方
の
追
跡
調
査

を
し
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

学
校
給
食
費
の
滞
納
額
は
ど

れ
く
ら
い
残
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

平
成
十
四
年
度
か
ら
二
十
四

年
度
ま
で
で
、
延
べ
三
十
六
件

で
七
十
一
万
九
千
三
百
五
十
七

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
滞
納

の
あ
る
方
に
は
、
児
童
手
当
等

か
ら
の
納
付
も
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
徴
収
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ　

先
月
、
他
町
で
学
校
給
食
の

中
に
金
属
製
の
ね
じ
の
ナ
ッ
ト

が
混
入
し
て
い
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
本
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
こ
の
よ
う
な
事
故
防
止
対

策
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
す
か
。

Ａ　

給
食
の
調
理
前
で
あ
る
朝
一

番
に
機
材
を
点
検
し
、
作
業
後

も
再
度
確
認
し
事
故
の
な
い
よ

う
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
都

道
府
県
単
位
で
実
施
す
る
案
が

検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

現
状
は
ど
う
な
の
で
す
か
。

Ａ　

平
成
二
十
四
年
度
に
は
徳
島

県
の
二
十
四
市
町
村
が
参
集
し

た
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
ま
し

た
が
、
今
後
の
国
保
運
営
等
の

方
針
な
ど
は
明
示
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

徳
島
県
は
乳
幼
児
等
の
医
療
費

の
助
成
に
関
し
、
平
成
二
十
四
年

十
月
一
日
か
ら
助
成
対
象
を
小
学

校
修
了
ま
で
へ
と
拡
大
し
た
ほ
か
、

制
度
名
も
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療

費
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
松
茂

町
に
お
い
て
も
今
回
、
松
茂
町
乳

幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

時
期
に
あ
わ
せ
ま
し
て
名
称
を
改

正
す
る
も
の
で
、
松
茂
町
乳
幼
児

等
医
療
費
を
松
茂
町
こ
ど
も
は
ぐ

く
み
医
療
費
に
変
更
し
、
そ
の
他

の
語
句
の
変
更
も
あ
わ
せ
て
行
う

も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
事
業
の
制
度
に
つ
い

て
の
改
正
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

松
茂
町
乳
幼
児
等
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

平
成
二
十
四
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六
号
）(

所
管
分
）

牛乳
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民
生
関
係
の
歳
入
に
お
い
て
、

松
茂
町
内
の
ひ
ま
わ
り
保
育
所
が

増
改
築
を
行
う
も
の
で
民
生
費
県

補
助
金
一
千
七
百
八
十
九
万
五
千

円
を
当
初
予
算
か
ら
変
更
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
新
た
に
福
祉

施
設
整
備
事
業
補
助
金
の
交
付
適

用
に
な
っ
た
ひ
ま
わ
り
保
育
所
で

行
わ
れ
る
増
改
築
費
で
児
童
福
祉

総
務
費
二
千
六
百
八
十
四
万
二
千

円
、
国
保
会
計
に
お
け
る
シ
ス
テ

ム
改
修
の
費
用
、
及
び
介
護
会
計

に
お
い
て
臨
時
職
員
を
雇
用
す
る

た
め
の
繰
出
金
百
七
十
二
万
四
千

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

教
育
委
員
会
関
係
の
歳
入
に
お

い
て
、
南
海
ト
ラ
フ
等
の
大
地
震

に
備
え
る
た
め
松
茂
中
学
校
に
防

災
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
、
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
事
業
を

推
進
す
る
た
め
の
教
育
費
県
補
助

金
十
万
円
を
予
算
計
上
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
幼
稚
園
の
年

少
で
あ
る
四
歳
児
を
対
象
に
、
目

の
検
診
を
行
う
た
め
の
費
用
と
し

て
教
育
委
員
会
費
十
万
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
改
正
に
伴
う
国
保
税

シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託
料
で
七
十

一
万
四
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
臨
時
職
員
の
雇

用
で
百
一
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。 平

成
二
十
五
年
度
松
茂

町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

平
成
二
十
五
年
度
松
茂

町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

　

日
頃
は
、
当
育
成
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
き
ま
し
て
、
関
係
機
関
・
団

体
を
は
じ
め
地
域
の
み
な
さ
ま
方
に

格
別
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
わ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
の
青
少
年
を
取
り
巻
く
問
題

は
、
自
殺
に
も
繋
が
っ
た
い
じ
め
を

は
じ
め
、
不
登
校
、
暴
力
行
為
等
の

ほ
か
、
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪

被
害
な
ど
も
起
き
、
深
刻
な
状
況
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

学
校
・
警
察
・
補
導
員
の
方
々
と

の
連
携
し
た
街
頭
補
導
活
動
で
は
、

店
舗
の
前
や
公
園
な
ど
で
の
た
む

ろ
、
喫
煙
・
飲
酒
と
い
っ
た
問
題
行

動
を
す
る
青
少
年
を
見
か
け
る
こ
と

は
少
な
く
な
り
、
補
導
人
数
も
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
携
帯
電
話

の
普
及
等
で
子
ど
も
た
ち
の
行
動
が

見
え
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
安
心
は
で
き
な
い
状
況

 

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
に
つ
い
て 

 

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
に
つ
い
て 

平
成
二
十
五
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）（
所
管
分
）

　８月４日の松茂町議会議員
補欠選挙において、佐藤道昭
氏（55）が当選されました。
任期は平成27年４月30日ま
で。

佐藤道昭議員

町議会議員
補欠選挙
町議会議員
補欠選挙

佐藤道昭氏当選佐藤道昭氏当選
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議
会
で
は
「
地
震
・
津
波
対
策
特
別

委
員
会
」
を
平
成
二
十
三
年
六
月
に
設

置
し
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら

総
合
的
な
防
災
対
策
事
業
の
見
直
し
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
非
常
時
に
備
え
て
の
危
機

管
理
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
最
重

要
課
題
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
が
目
覚
ま
し
い
青
森
県
の
八

戸
市
と
、
北
海
道
南
西
沖
地
震
に
よ
る

巨
大
津
波
に
よ
り
島
全
体
が
呑
み
込
ま

れ
る
ほ
ど
の
被
災
に
あ
っ
た
北
海
道
の

奥
尻
島
を
当
委
員
会
が
視
察
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
両
市
町
で
見
せ
つ
け
ら
れ

た
現
実
や
、
そ
の
惨
状
か
ら
の
復
興
に

つ
い
て
生
の
声
を
聞
き
、
今
私
た
ち
が

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
重
大

さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
近
い
将
来
必

ず
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
も
一
丸
と
な
り
、
町
民
の
皆
様
と

力
を
合
わ
せ
て
、
安
全
で
安
心
の
で
き

る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

池
添
英
明

副
委
員
長　

森
谷　

靖

委
員　

春
藤
康
雄

委
員　

一
森
敬
司

委
員　

立
井
武
雄

編 

集 

後 

記

ト
を
介
し
た
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

の
を
防
ぐ
た
め
、
県
の
委
託
事
業
と

し
て
県
下
の
各
補
導
セ
ン
タ
ー
で
一

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
や

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
普
及
活
動
も
年

間
を
通
じ
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
活
動
の
一
環
と

し
て
、
「
非
行
防
止
標
語
・
作
文
」

の
募
集
、
「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

問
題
行
動
の
背
景
と
し
て
、
規
範

意
識
の
低
さ
、
社
会
的
ス
キ
ル
の
未

熟
さ
、
対
人
関
係
能
力
・
自
己
評
価

の
低
さ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

当
育
成
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
少
し
で

も
こ
れ
ら
の
育
成
に
繋
が
れ
ば
と
願

い
、
今
年
度
も
青
少
年
の
非
行
防

止
・
健
全
育
成
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
と
く
し
ま
青
少
年
プ
ラ
ン
２
０

１
２
」
の
策
定
趣
旨
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
未
来
の
徳
島
を
拓
く
青
少

年
が
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を

身
に
つ
け
、
「
自
立
し
た
大
人
」
と

し
て
成
長
し
、
い
き
い
き
と
活
躍
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
育
成
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
指

導
、
ご
支
援
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
組
合

所
長　

岡
崎
啓
子

だ
と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
育
成

セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
度
、
様
々
な
問

題
が
起
き
て
い
る
携
帯
電
話
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
使
い
方
に
つ

い
て
の
広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
管
轄
内
二
中
学
校
の

全
中
学
生
を
対
象
に
携
帯
電
話
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
携
帯
電
話
の
利
用
者
率
は
五

〇
％
余
り
で
し
た
が
、
利
用
者
の
中

に
は
、
「
長
時
間
の
利
用
で
家
庭
学

習
に
影
響
が
あ
っ
た
」
、
「
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
が
起
き
た
が
誰
に
も
相
談
し

な
か
っ
た
」
と
い
う
人
が
い
る
こ
と

な
ど
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
中
学
生
が
参
加
し
て
開
催
し

た
「
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
」
で

は
、
中
学
生
が
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
利
用
を
呼
び

か
け
る
「
か
べ
新
聞
（
啓
発
ポ
ス

タ
ー
）
」
を
作
成
し
、
そ
れ
を
各
中

学
校
で
掲
示
し
て
い
た
だ
き
情
報
発

信
の
機
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

【場　　所】板野郡松茂町広島字東裏30番地（松茂町役場２階）

【時　　間】月曜日～金曜日（９:00～17:00）

　　　　　　※土・日・祝日・年末年始休み

【Ｔ Ｅ Ｌ】０８８－６９９－３４４１

　　　　　　０８８－６９９－６６１１（相談専用）

【Ｆ Ａ Ｘ】０８８－６９９－８３１０

【Ｅ- mail】itanotobu-hodo.c@vega.ocn.ne.jp

【対 象 者】20歳未満の青少年

板野東部青少年育成センター組合板野東部青少年育成センター組合

青少年の悩み

事相談や支援

を行っていま

す。

どうぞお気軽

にご利用くだ

さい。


